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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（百万円） 13,352 15,016 6,697 7,527 29,080

経常利益（百万円） 2,132 2,899 1,097 1,338 4,986

四半期（当期）純利益（百万円） 1,038 1,664 610 768 2,547

純資産額（百万円） － － 42,750 45,120 43,950

総資産額（百万円） － － 50,321 52,510 50,383

１株当たり純資産額（円） － － 903.04 953.99 927.31

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
23.05 36.96 13.55 17.05 56.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 80.8 81.8 82.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,802 3,021 － － 4,817

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,767 △387 － － △4,873

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△443 △563 － － △1,367

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 16,019 19,074 17,004

従業員数（人） － － 657 658 659

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成22年８月31日現在

従業員数（人） 　 658

　（注）　従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であります。

(2）提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成22年８月31日現在

従業員数（人） 　 492

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。 

　

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

 3/25



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

前年同四半期比（％）

環境部門（百万円） 6,965 109.5

石油部門（百万円） 91 94.8

合計（百万円） 7,056 109.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．環境部門は処理実績及び再生鉛等製造実績にて記載しております。

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

前年同四半期比（％）

石油部門（百万円） 258 108.6

合計（百万円） 258 108.6

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

環境部門 7,207 109.7 543 62.5

合計 7,207 109.7 543 62.5

　（注）１．環境部門の受注残高は第２四半期連結会計期間末現在における入荷済処理受託廃棄物等の受託金額で計上し

ており、消費税等は含まれておりません。なお、再生鉛等は見込み生産を行っているため、該当事項はありませ

ん。

２．石油部門は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

前年同四半期比（％）

環境部門（百万円） 7,145 112.7

石油部門（百万円） 379 106.5

その他　（百万円） 2 92.7

合計（百万円） 7,527 112.3

　（注）１．　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．　その他は賃貸マンション事業であります。

　

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

 4/25



２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

３【経営上の重要な契約等】

　システム機工株式会社株式譲渡契約

　当社は、平成22年８月20日開催の取締役会において、システム機工株式会社の全株式を取得し子会社化することを決

議し、同日をもって、同社及び同社の関係株主との間で株式譲渡契約を締結いたしました。詳細につきましては、「第

５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）　株式取得による会社買収」に記載のとおりで

あります。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業業績の回復基調が続いたものの、円高・株安による景気の

先行き不透明感が広がり、本格的な景気回復までは至らない状況で推移いたしました。

　当社グループの主力事業である産業廃棄物中間処理・リサイクル事業におきましては、国内製造業の生産状況が

回復するのに伴い、徐々に処理受託量が回復してまいりました。地域別においても、全地域で前年実績を上回り、第

１四半期から引続き業績の回復傾向が見られました。

　一方、当社グループ企業である土壌汚染の調査・分析・処理事業を行う株式会社ダイセキ環境ソリューションに

おきましては、不動産・建設・設備投資といった土壌汚染ビジネスにつながる市場に回復の兆しが見られず、かつ

本年４月に施行された改正土壌汚染対策法による市場の混乱もあり、売上・利益とも計画及び前年実績を大きく下

回る結果となりました。

　また、鉛リサイクル事業を行う株式会社ダイセキＭＣＲにおきましては、引続き生産能力のほぼ100％の稼働状況

が続きました。しかしながら、鉛の国際価格が第１四半期に比べ10％程度下落した影響を受け、売上・利益ともに第

１四半期を下回る結果となり、かつ利益は前年実績を下回る結果となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高7,527百万円（前年同四半期比12.3％増）、経常利益

1,338百万円（同21.9％増）、四半期純利益768百万円（同25.7％増）と増収増益を確保いたしました。

　なお、主な事業部門別の業績は次のとおりであります。

［環境部門］

　環境部門におきましては上記のとおり、当第２四半期連結会計期間における経済環境の好転の影響を受け、産業廃

棄物中間処理・リサイクル事業は前年実績を大幅に上回ることとなりましたが、土壌汚染関連事業は引続き外部環

境が好転する兆しが見えず業績も低迷いたしました。また、鉛リサイクル事業は、鉛の国際価格が下落した影響を受

け前年実績を下回りました。しかしながら、主力部門の回復により土壌汚染関連事業及び鉛リサイクル事業の低迷

を十分カバーする形により、環境部門の売上高は7,145百万円（同12.7％増）となりました。

［石油部門］

　石油部門におきましては、引続き量的拡大を志向せず、利益確保の可能な取引を優先する方針を継続し、顧客ニー

ズに合う商品の提供を行うことに注力してまいりました。以上の結果、石油部門の売上高は、379百万円（同6.5％

増）となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間末

に比べ1,048百万円増加し19,074百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主に売上債権の増加額355百万円等が

あったものの、税金等調整前四半期純利益1,333百万円、減価償却費387百万円等により、総額では1,384百万円（前

年同四半期比6.8％増）の収入となりました。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得による支出

89百万円、投資有価証券の取得による支出88百万円、長期貸付けによる支出47百万円等により、総額では273百万円

（同79.3％減）の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入金の返済による支出72

百万円等により、総額では62百万円（前年同期は52百万円の収入）の支出となりました。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

 当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、16百万円であります。

 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 79,200,000

計 79,200,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,124,954 45,124,954

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株 

計 45,124,954 45,124,954 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

 平成22年６月１日～

 平成22年８月31日
 － 45,124,954 － 6,382 － 7,051

　

 

（６）【大株主の状況】

　 平成22年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社
東京都中央区晴海１丁目８番11号 5,246 11.62

ＴＡＩＹＯ　ＦＵＮＤ，Ｌ.Ｐ.　　　　　(常

任代理人シティバンク銀行株式会社)

４０ ＲＡＧＳＤＡＬＥ　ＤＲＩＶＥ,　Ｓ
ＵＩＴＥ　２００　ＭＯＮＴＥＲＥＹ，　Ｃ
Ａ　９３９４０　ＵＳＡ

(東京都品川区東品川２丁目３番14号)

4,212 9.33

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２丁目11番３号 2,403 5.32

山本　哲也 愛知県岩倉市 2,081 4.61

伊藤　博之 名古屋市緑区 2,015 4.46

ステート　ストリート　バンク　アンド　ト

ラスト　カンパニー

(常任代理人株式会社みずほコーポレー

ト銀行決済営業部)

Ｐ．Ｏ．ＢＯＸ　３５１　ＢＯＳＴＯＮ　Ｍ

ＡＳＳＡＣＨＵＳＥＴＴＳ

０２１０１　Ｕ．Ｓ．Ａ．

(東京都中央区月島４丁目16番13号) 

1,324 2.93

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,323 2.93

ピクテアンドシーヨーロッパエスエー

(常任代理人株式会社三井住友銀行)

１　ＢＯＵＬＥＶＡＲＤ　ＲＯＹＡＬ　Ｌ－

２４４９　ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ

(東京都千代田区有楽町１丁目１番２号)

1,282 2.84
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氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

伊藤　喜代子 名古屋市緑区 1,193 2.64

ノーザントラスト　カンパニー（エイブ

イエフシー）サブアカウント　ブリ

ティッシュクライアント　

(常任代理人香港上海銀行東京支店)

５０　ＢＡＮＫ　ＳＴＲＥＥＴ　ＣＡＮＡＲ

Ｙ　ＷＨＡＲＦ　ＬＯＮＤＯＮ　Ｅ１４５Ｎ

Ｔ　ＵＫ

(東京都中央区日本橋３丁目１１－１)

1,054 2.33

計 － 22,136 49.05

　（注）　上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数は、

すべて信託業務に係るものであります。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】                                                                  平成22年８月31日現

在　　　　　　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　82,500 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　44,770,900 447,709 －

 単元未満株式  普通株式　　　 271,554 － －

 発行済株式総数 45,124,954 － －

 総株主の議決権 － 447,709 －

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,900株含まれております。ま

　　 た、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数19個が含まれております。

 

②【自己株式等】                                                                  平成22年８月31日現

在

所有者の氏名又は

名称
 所有者の住所

自己名義所有株

式数(株)

他人名義所有

株式数(株)

所有株式数の

合計(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

 株式会社ダイセキ
名古屋市港区船

見町１番地86
82,500 － 82,500 0.18

 計  － 82,500 － 82,500 0.18

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 1,958 2,095 2,046 1,947 1,936 1,793

最低（円） 1,701 1,866 1,756 1,792 1,747 1,500

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から

平成22年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

11/25



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,094 17,015

受取手形及び売掛金 5,737 5,279

たな卸資産 ※1
 1,049

※1
 1,145

繰延税金資産 219 165

その他 284 294

貸倒引当金 △15 △14

流動資産合計 26,370 23,885

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,487 4,586

機械装置及び運搬具（純額） 2,017 2,374

土地 9,298 9,298

建設仮勘定 108 112

その他（純額） 118 132

有形固定資産合計 ※2
 16,031

※2
 16,504

無形固定資産

のれん 1,231 1,329

その他 291 290

無形固定資産合計 1,522 1,619

投資その他の資産

投資有価証券 5,384 5,359

繰延税金資産 580 545

その他 2,643 2,485

貸倒引当金 △22 △16

投資その他の資産合計 8,586 8,373

固定資産合計 26,140 26,497

資産合計 52,510 50,383
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,076 1,835

短期借入金 856 876

未払法人税等 1,315 709

賞与引当金 245 216

その他 1,562 1,379

流動負債合計 6,055 5,017

固定負債

長期借入金 438 523

退職給付引当金 664 666

役員退職慰労引当金 224 216

その他 7 9

固定負債合計 1,334 1,415

負債合計 7,389 6,432

純資産の部

株主資本

資本金 6,382 6,382

資本剰余金 7,051 7,051

利益剰余金 29,509 28,273

自己株式 △126 △125

株主資本合計 42,817 41,581

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 152 187

評価・換算差額等合計 152 187

少数株主持分 2,150 2,181

純資産合計 45,120 43,950

負債純資産合計 52,510 50,383
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 13,352 15,016

売上原価 9,277 10,161

売上総利益 4,074 4,855

販売費及び一般管理費 ※
 2,005

※
 2,031

営業利益 2,069 2,824

営業外収益

受取利息 62 67

受取配当金 5 5

その他 24 16

営業外収益合計 92 90

営業外費用

支払利息 7 5

固定資産賃貸費用 22 9

その他 1 0

営業外費用合計 30 14

経常利益 2,132 2,899

特別利益

固定資産売却益 1 1

投資有価証券売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 2 1

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 1 9

投資有価証券評価損 － 2

たな卸資産評価損 178 －

特別損失合計 180 11

税金等調整前四半期純利益 1,954 2,889

法人税、住民税及び事業税 997 1,286

法人税等調整額 △151 △66

法人税等合計 846 1,220

少数株主利益 68 4

四半期純利益 1,038 1,664
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 6,697 7,527

売上原価 4,615 5,204

売上総利益 2,081 2,322

販売費及び一般管理費 ※
 1,015

※
 1,022

営業利益 1,066 1,300

営業外収益

受取利息 32 34

受取配当金 5 5

その他 19 6

営業外収益合計 57 46

営業外費用

支払利息 3 2

固定資産賃貸費用 22 5

その他 1 0

営業外費用合計 26 7

経常利益 1,097 1,338

特別利益

固定資産売却益 － 1

投資有価証券評価損戻入益 9 0

特別利益合計 9 1

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 0 7

特別損失合計 0 7

税金等調整前四半期純利益 1,106 1,333

法人税、住民税及び事業税 483 546

法人税等調整額 △6 13

法人税等合計 477 559

少数株主利益 18 5

四半期純利益 610 768
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,954 2,889

減価償却費 986 755

のれん償却額 97 97

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 6

賞与引当金の増減額（△は減少） 30 28

退職給付引当金の増減額（△は減少） 63 △20

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22 7

受取利息及び受取配当金 △68 △73

支払利息 7 5

固定資産売却損益（△は益） △1 △1

固定資産除却損 1 9

投資有価証券評価損益（△は益） － 2

売上債権の増減額（△は増加） 478 △460

たな卸資産の増減額（△は増加） 8 96

仕入債務の増減額（△は減少） △190 272

未払金の増減額（△は減少） △17 △31

未払消費税等の増減額（△は減少） △203 75

その他 △66 △38

小計 3,054 3,621

利息及び配当金の受取額 52 73

利息の支払額 △7 △5

法人税等の支払額 △1,295 △667

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,802 3,021

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △19 △20

定期預金の払戻による収入 13 10

投資有価証券の取得による支出 △1,958 △89

投資有価証券の売却による収入 － 1

保険積立金の積立による支出 △57 △52

保険積立金の解約による収入 5 0

有形固定資産の取得による支出 △1,028 △194

有形固定資産の売却による収入 7 83

無形固定資産の取得による支出 △3 △8

子会社株式の取得による支出 △726 －

長期貸付けによる支出 － △127

その他 0 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,767 △387
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 75 50

長期借入れによる収入 200 －

長期借入金の返済による支出 △204 △155

配当金の支払額 △471 △424

少数株主への配当金の支払額 △41 △32

自己株式の処分による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △1 △0

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △443 △563

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,407 2,069

現金及び現金同等物の期首残高 18,427 17,004

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 16,019

※
 19,074
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「長期貸付けによる支出」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「長期貸付け

による支出」は３百万円であります。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

※１．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。 ※１．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

　 （百万円）

商品及び製品 474

仕掛品 269

原材料及び貯蔵品 306

計 1,049

　

　 （百万円）

商品及び製品 518

仕掛品 305

原材料及び貯蔵品 321

計 1,145

　

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、15,554百万円で

あります。   

　

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、14,941百万円で

あります。 

　

　３．当社及び連結子会社（北陸ダイセキ株式会社及び株

　　式会社ダイセキ環境ソリューション）においては、運

　　転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越

　　契約を締結しております。この契約に基づく当第２四

　　半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりで

　　あります。 

　３．当社及び連結子会社（北陸ダイセキ株式会社及び株

　　式会社ダイセキ環境ソリューション）においては、運

　　転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越

　　契約を締結しております。この契約に基づく当連結会

    計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

　 （百万円）

当座貸越極度額 4,720

借入実行残高 675

差　引　額 4,045

　

　 （百万円）

当座貸越極度額 4,620

借入実行残高 625

差　引　額 3,995
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

　 (百万円)

給料手当及び賞与 562

賞与引当金繰入額 97

退職給付費用 62

役員退職慰労引当金繰入額 11

　

　 (百万円)

給料手当及び賞与 605

賞与引当金繰入額 98

退職給付費用 38

役員退職慰労引当金繰入額 7

貸倒引当金繰入額 7

　

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

　 (百万円)

給料手当及び賞与 252

賞与引当金繰入額 85

退職給付費用 32

役員退職慰労引当金繰入額 5

　

　 (百万円)

給料手当及び賞与 267

賞与引当金繰入額 85

退職給付費用 19

役員退職慰労引当金繰入額 5

貸倒引当金繰入額 6

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係 

　 （百万円）　

現金及び預金勘定 16,038　

預入期間が３か月を超える定期預金 △19　

現金及び現金同等物 16,019　

　 （百万円）　

現金及び預金勘定 19,094　

預入期間が３か月を超える定期預金 △19　

現金及び現金同等物 19,074　
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　

平成22年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　　　　45,124,954株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　82,519株 

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

  (1）配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年５月27日

定時株主総会
 普通株式  427  9.5 平成22年２月28日 平成22年５月28日利益剰余金

 (2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　 間末後となるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年10月13日

取締役会
 普通株式  427  9.5 平成22年８月31日 平成22年11月12日利益剰余金

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会計期間（自

　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

　環境部門の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれ

も90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）  

　環境部門の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれ

も90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会計期間（自

　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）  

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会計期間（自

　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。 

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日）  

　海外売上高がないため該当事項はありません。 

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 953.99円 １株当たり純資産額 927.31円

２．１株当たり四半期純利益

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益 23.05円 １株当たり四半期純利益 36.96円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

四半期純利益（百万円） 1,038 1,664

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,038 1,664

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,043 45,042

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益 13.55円 １株当たり四半期純利益 17.05円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

四半期純利益（百万円） 610 768

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 610 768

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,043 45,042
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

（株式取得による会社買収）

　当社は、平成22年８月20日に締結した株式譲渡契約に基づき、平成22年９月１日をもってシステム機工株式会社の全

株式を取得し、同社を子会社といたしました。

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企

業の名称、取得した議決権比率及び取得企業を決定するに至った主な根拠　

　①被取得企業の名称及びその事業の内容　

　　被取得企業の名称　　　システム機工株式会社

　　事業の内容　　　　　　タンク貯蔵施設の洗浄工事及びその付帯工事

　②企業結合を行った主な理由　

　システム機工株式会社が当社グループに加わることにより、同社に対し、当社グループによる中小型タンク洗浄の営

業支援、当社グループの顧客（電力会社、製鉄会社等）に対するＶＯＣガス回収事業の営業展開、同社が受注したタン

ク清掃時に発生するスラッジの当社によるリサイクル燃料化、撤去される石油タンク跡地における株式会社ダイセキ

環境ソリューション（当社連結子会社）の土壌汚染関連事業の営業展開等の相乗効果が見込まれ、今後当社グループ

それぞれの事業拡大が期待できるとの判断により取得いたしました。　

　③企業結合日　　　　　　平成22年９月１日

　④企業結合の法的形式　　株式取得

　⑤結合後企業の名称　　　システム機工株式会社

　⑥取得した議決権比率　　100.0％

　⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社が、現金を対価としてシステム機工株式会社の全株式を取得したためであります。

（2）被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金 1,430百万円

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 8百万円

取得原価 　 1,439百万円

（3）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　　 現時点では確定しておりません。

（4）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　　 現時点では確定しておりません。

２【その他】

平成22年10月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 (イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　427百万円

 (ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９円50銭

 (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　 平成22年11月12日

 (注）平成22年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月９日

株式会社ダイセキ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水野　　裕之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　　達治　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイセキの

平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年

８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイセキ及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

           期報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年10月７日

株式会社ダイセキ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水野　　裕之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　　達治　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイセキの

平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年

８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイセキ及び連結子会社の平成22年８月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年９月１日にシステム機工株式会社の全株式を取得している。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

           期報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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